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2026 年度 ISEE Award（宇宙地球環境研究所賞） 

受賞者: Dr. Natchimuthuk (Nat) Gopalswamy (Staff Scientist, NASA Goddard Space 
Flight Center)  

授賞理由：太陽地球系物理学に関する国際共同研究を通した宇宙地球環境研究への貢献

Natchimuthuk (Nat) Gopalswamy 博士は、コロナ質量放出、太陽高エネルギー粒子、お

よび宇宙天気研究に関する世界的に著名な研究者であり、太陽活動と地球環境との相互

作用に関する研究を長年にわたり牽引してきた研究者である。名古屋大学宇宙地球環境

研究所（ISEE）では、太陽活動の理解と宇宙天気予報の高度化を重点研究課題の一つと

しており、Gopalswamy 博士との継続的な国際共同研究を推進してきた。 
特に Gopalswamy 博士が主催して 2023 年に開催された ISEE 国際ワークショップ「太

陽から放出される後期パイオン崩壊ガンマ線連続スペクトルを引き起こす高エネルギ

ー陽子の起源」では、太陽フレア、太陽高エネルギー粒子、ガンマ線観測、および CME
／衝撃波物理学の研究者が一堂に会し、持続的ガンマ線放射事象の原因となる高エネル

ギー陽子の起源という重要な科学的課題に取り組んだ。本ワークショップは、活発な国

際共同研究を促進することに成功し、重要な科学的成果をもたらした。ワークショップ

を通じて開始された国際共同研究の直接的な成果として、5 本の科学論文が発表されて

いる[1]-[5]。これらの研究は、太陽噴出に伴う粒子加速および持続的ガンマ線放射に関

する理解を深めることに寄与した。

さらに Gopalswamy 博士は、国際学術会議傘下の太陽地球系物理学科学委員会

（SCOSTEP）の会長（2011-2019）、前会長(2019-2027)として、ISEE が実施した SCOSTEP
関係の活動を強力に支援してきた。SCOSTEP の近年の各プログラムと Gopalswamy 博

士が関与した ISEE に関係した活動（2015 年以降）は以下のようにまとめられる。 
A) CAWSES-IIプログラム（2009-2013年）：名古屋大学で2013年に開催された

CAWSES-IIシンポジウムのとりまとめの特集号のGuest Editor[9]
B) VarSITIプログラム（2014-2018年）：2019年度ISEE国際ワークショップ「VarSITI

プログラムとりまとめワークショップ」の特集号のGuest Editorとレビュー論文の

共著者[7]
C) PRESTOプログラム（2020-2024年）：プログラムの策定論文の共著者[8]と2025年

のISEE国際ワークショップ「PRESTOプログラムとりまとめワークショップ」の関

連特集号のGuest Editor
D) COURSEプログラム（2026-2030年）：2024年のISEE国際ワークショップ

「SCOSTEP次期プログラム策定委員会」で策定されたCOURSEプログラムの策定

論文の共著者[6]
さらに、Gopalswamy 博士は、野辺山電波ヘリオグラフの国際継続運用においても、

ISEE の共同利用・共同研究活動に重要な貢献を果たした。野辺山電波ヘリオグラフは、

太陽全面を 17 GHz および 34 GHz で高時間・高空間分解能に撮像する世界的に重要

な太陽電波観測装置である。同装置は、国立天文台による運用終了後、2015 年 4 月か

ら 2020 年 3 月までの 5 年間、名古屋大学太陽地球環境研究所（2015 年 10 月からは

ISEE）を代表機関とし、日本・米国・中国・韓国の研究機関からなる国際コンソーシア

ム ICCON によって継続運用された。Gopalswamy 博士は、ICCON の中核的メンバー

として、ISEE を中心とする国際運用体制の構築と継続に中心的な役割を果たした。こ



の継続運用により、野辺山電波ヘリオグラフは ISEE の共同利用装置として国内外の研

究者に提供された。その成果の一例として、Gopalswamy 博士らは野辺山電波ヘリオグ

ラフによる 17 GHz マイクロ波画像観測を用い、太陽極域のマイクロ波輝度温度の増

加が極域磁場強度と相関することを示すとともに、極域マイクロ波輝度温度を太陽活動

第 25 周期の活動度予測に用いる研究成果を発表した[10]。この研究は、野辺山電波ヘ

リオグラフの長期継続観測が、太陽周期変動、太陽極域磁場、宇宙天気予測研究におい

て高い科学的価値を有することを示すものである。本貢献は、単なる国際協力にとどま

らず、ISEE の国際共同利用・共同研究を支える観測基盤の維持・発展と、その観測デ

ータを用いた科学成果の創出に対する顕著な貢献として高く評価される。 
また、Gopalswamy 博士は、ISEE が 2018 年 6 月及び 2026 年 3 月に実施した国際外部

評価において、5名の国際外部評価委員の一人として参加してきた。この中で同博士は、

ISEE の活動を国際的な視点から評価し、常に建設的な意見や示唆を提供することで、

ISEE の国際活動の展開に貢献してきた。 
以上のように、Gopalswamy 博士は太陽地球系物理学に関する世界的に著名な研究者

であり、ISEE の国際共同利用・共同研究にもとづく宇宙地球環境研究へ顕著な貢献を

してきたことから、同博士に 2026 年度 ISEE Award （宇宙地球環境研究所賞）を授与

することを決定した。 
 
関連する ISEE 共同利用・共同研究のリスト 
2025 ISEE International Workshop “PRESTO Summarizing Workshop” (participant and guest 
editor of related special issue)  
 
2024 ISEE International Workshop “Next Scientific Program (NSP) Committee meeting of the 
Scientific Committee on Solar-Terrestrial Physics (SCOSTEP)” (participant and a co-author of 
related journal paper  
 
2023 ISEE International Workshop “Origin of High-Energy Protons Responsible for Late-Phase 
Pion-Decay Gamma-Ray Continuum from the Sun” (Workshop Convener Representative)  
 
2019 ISEE International Workshop “VarSITI Summarizing Workshop” (participant, guest editor of 
related special issue, and a coauthor of related journal paper)  
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受賞者の略歴: 
Natchimuthuk Gopalswamy博士（NASA Goddard Space Flight 
Center・Staff Scientist） 
1982年にインド科学大学で博士号を取得後、メリーランド大学

研究所などを経てNASAに着任。太陽活動、コロナ質量放出

（CME）、太陽高エネルギー粒子現象、宇宙天気の研究で世界

的に知られ、SOHOやSTEREOをはじめとする国際共同観測計

画に参画。査読付き論文を多数発表し、宇宙天気予報や太陽物

理学の発展に大きく貢献している。 


